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研究内容：
国内水族館で飼育されているトビウオにおいて、死亡事例が発生しました。死亡原因を明らかにするため、各種検査を実施し
ました。病魚の頭部皮膚には潰瘍性出血病変を認め、腎臓、脾臓、肝臓などの臓器には白色の微小結節が散在していました。
病理組織学的検査により、中心に抗酸菌を含む肉芽腫病変が全身臓器に確認され、特に腎臓と脾臓で病変が顕著でした。いく
つかの個体の腎臓あるいは脾臓において、抗酸菌だけでなく黒色真菌の菌糸も認められました。病変部からは抗酸菌が分離さ
れ、分子生物学的解析の結果、大部分の分離菌株はMycobacterium marinumと同定されました。さらに真菌培養において黒
色真菌が得られ、形態学的および分子生物学的解析の結果、分離真菌はExophiala aquamarinaと同定されました。これらの
ことから、トビウオは黒色真菌感染を伴う抗酸菌症に罹患していたと診断されました。魚類における抗酸菌症はしばしば発生
が認められますが、黒色真菌の感染を伴った例は報告されていません。本研究が魚類における抗酸菌（M. marinum）と黒色
真菌 (E. aquamarina) の重複感染症例の初報告となります。
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